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東京電力福島第一原発事故で飛散した主な放射性物質 

核種 放出量（Bq) 半減期 備 考 

ヨウ素１３１(I-131)   16,000兆       約8日 

セシウム１３４(Cs-134)  18,000兆※  約 2年 

セシウム１３７(Cs-137)  15,000兆  約30年 

ストロンチウム89（Sr-89）   2,000兆     約50.5日 

ストロンチウム90（Sr-90）    140兆  約29年 

出典：東京電力株式会社福島第一原子力発電所及び広島に投下された原子爆弾から放 

出された放射性物質に関する試算値について（平成23年８月26日、経済産業省） 
※Cs-134の放出量は原子力安全・保安院の報告による。 

放出量が多く、半減期が比較的長い放射性セシウム134、137が 

農地に残留し、作物に吸収される可能性が問題となる。 
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「放射性物質の除去・低減対策技術の開発」 

 

１ 県内農用地土壌の放射性物質の分布状況の把握 

２ 放射性物質の簡易測定法の開発（土壌・動物） 

３ 各種作物の放射性物質吸収量の把握 

４ 放射性物質の除去・低減技術の開発 

５ 放射性物質吸収抑制技術の開発 

６ 農産物加工における放射性物質の除去技術の開発 

７ 農作業における放射線被曝低減技術の開発     
             

★研究は7つの柱で構成、 専門家のアドバイスをもとに設定し、 
  放射能対策チームを立ち上げ、研究を開始した。 



 ○福島県内の放射性セシウム分布状況 

Fukushima 

農地土壌の2247地点採取・分析を実施  農水省がＨＰにて公表 



レーザーブル 

レーザーバックホウ 

両建設機械とも、表面５cm程度を削り取れば、土壌中の放
射性セシウムを低減する効果が高く、作業時間も短かった。 

オートレーザーレベル建設機械による水田の除染 



避難指示解除準備区域(飯舘村）における表土削り取り除染作業風景 



除染で排出される土壌の処理が問題  福島県内の至ることろに除染土壌がある 



土壌中交換性カリ含量と玄米濃度との関係は 明確！ 
土壌中の交換性カリ含量が、25mg K2O/100g以上あれば、玄米の放射
性セシウム濃度は基準値以下となることを明らかにした。 







   ゼオライトの吸収抑制効果を確認。  
 

  放射性セシウムの吸着効果より、施用に伴い増加する交換性カリが 
   抑制効果を示している。 
 



連用試験の結果、長期の稲わら持ち出しでは交換性カリが低くなる。  
 

  ２０年以上の長年にわたる地道な研究の成果！「継続は力なり」 
 



農業用水の影響を検討 



 水稲に吸収されやすいのは溶存態の放射性セシウムであった。 
 

 ※この成果は、落ち葉から抽出した汚染水による水耕栽培での結果です。   
  実際の河川水やため池からの用水に含まれる溶存態は極微量であるため、
稲体への吸収も微量であり、放射性物質濃度への影響はほとんどありません。 



 

 

◎水田および畑地における土壌中放射性 

  セシウム濃度の経年変化 
      ※ （放射性物質測定調査委託事業による成果） 

最近の研究成果の紹介 



土壌中放射性セシウムおよび空間線量率の調査方法 
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● 調査期間 
 平成24年～H26年の3年間 
  放射性物質測定調査委託事業（農林水産省） 
 

● 調査地点 
  避難指示区域を除く作付が可能なほ場 107地点 

●水田   49地点 
 ●畑地   31地点 
●樹園地    16地点 

    ●草地   11地点 

 
 
 
 
 
 
 



H24～H26年 3年間の土壌中の放射性セシウムの推移 
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 土壌中の放射セシウム濃度は経年的に低下していることが全地目で確認された 

最大値 
 

75% 
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最小値 



Fukushima Agricultural Technology Centre  
福島県農業総合センター 

H24年、H26年の土壌中放射性セシウム低下程度の確認 
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   物理的減衰推定(y=0.765x) 
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   物理的減衰推定(y=0.765x) 

   水田、畑地の土壌中放射性セシウム濃度  
       → 物理的減衰並～それ以上に低下している 

水田                   畑地  



     
１ 「営農再開のための放射性物質対策技術の開発」  
（H27～H29)                         

 ○除染後農地の省力的管理技術の開発 
 ○農地への放射性物質流入防止技術等の開発 
 ○放射性セシウム吸収抑制メカニズムの解明 
 
２ 「放射性物質測定調査受託事業」  （H24～  )  
 

３ 「避難指示区域等の営農再開・農業再生に向けた実
証研究」 （H25～  ) 

  ※農業総合センター浜地域農業再生研究センターが担当  
 
 

現在の放射性物質に関する主な研究 
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研究成果の現地への導入と成果 

 
 ★主な導入技術 
  ○カリ肥料の適量施用 
  ○ゼオライト等吸収抑制資材の施用  
  ○反転耕や深耕、表土剥離（＋客土）による 
    農地除染 
  ○作物の交差汚染や2次汚染の防止 
  ○農作業での被曝防止対策 
  

得られた成果は、 「ふくしまから はじめよう。」 農業技術情報 
（原子力災害対策） でホームページに公開し、現地で活用され、
成果として現れています。 


